
最
大

度
の
低
減
効
果

低

炭

素

舗
装
材
実
証

中
間
報
告
会
大成ロテック

効
果
測
定
状
況
の
視
察

　
大
成
ロ
テ

ク
は

﹁
令
和
７

年
度
脱
炭
素
・
ク

ル
ダ
ウ
ン
都

市
開
発
推
進
事
業
﹂
の
採
択
を
受

け
て
実
施
し
た
都
市
景
観
と
緑
地

に
親
和
性
が
高
い
低
炭
素
舗
装
材

料
﹁
Ｃ
Ｆ
ミ

ク
ス
﹂
に
よ
る
路

面
温
度
低
減
効
果
実
証
事
業
に
関

す
る
中
間
報
告
会
で

都
市
の
脱

炭
素
と
ク

ル
ダ
ウ
ン
を
両
立
す

る
新
技
術
の
測
定
結
果
を
公
表
し

た

カ

ボ
ン
ス
ト

ク
と
都
市

暑
熱
対
策
の
知
見
を
基
に

都
市

空
間
で
の
環
境
性
能
の
向
上
と
歩

行
空
間
適
性
を
両
立
す
る
実
証
を

進
め
て
い
く


　
Ｃ
Ｆ
ミ

ク
ス
は

水
産
業
の

未
利
用
資
源
で
あ
る
ホ
タ
テ
の
貝

殻
や
間
伐
材
由
来
の
リ
グ
ニ
ン
な

ど

自
然
由
来
の
素
材
を
活
用
し

た
も
の

成
長
過
程
で
Ｃ
Ｏ

を

吸
収
し
て
お
り

舗
装
材
と
し
て

使
う
こ
と
で

都
市
空
間
で
の
炭

素
貯
蔵
を
実
現
す
る


　
実
証
で
は

従
来
の
ア
ス
フ


ル
ト
舗
装
の
ほ
か

Ｃ
Ｏ

を
固

定
す
る
新
技
術
を
使

た
イ
ン
タ


ロ

キ
ン
グ
ブ
ロ

ク

放
置

さ
れ
た
竹
林
由
来
の
竹
チ

プ
を

配
合
し
た
土
系
の
舗
装
な
ど

多

数
の
材
料
サ
ン
プ
ル
を
首
都
高
速

道
路
Ｋ
Ｋ
線
跡
地
に
設
置
し

各

舗
装
の
表
面
温
度
を
比
較
測
定
し

た

Ｃ
Ｏ

固
定
型
ブ
ロ

ク
と

竹
チ

プ
入
り
舗
装
は

従
来
舗

装
に
比
べ
て
最
大
約

度
の
温
度

低
減
効
果
を
確
か
め
た


　
同
事
業
は

国
土
交
通
省
都

市
局
の
補
助
を
受
け
て
進
め
て

い
る
も
の
で

都
市
空
間
の
Ｃ

Ｏ

排
出
量
の
削
減
と

夏
季
の

酷
暑
環
境
の
緩
和
を
両
立
す
る
新

技
術
の
開
発
・
実
証
を
目
的
と

す
る

特
に

歩
道
や
広
場
な
ど

建
築
外
構
空
間
に
着
目
し

持
続

可
能
な
都
市
デ
ザ
イ
ン
・
ま
ち
づ

く
り
に
貢
献
す
る
技
術
開
発
を

目
指
す

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